
「誰もがすこやかに

令和元年度 上越市・新潟県立看護大学連携事業

暮らせる共生のまちづくり」

基調講演 13:40～14:50

講師 / 吉野 智 氏

厚生労働省 社会・援護局

障害保健福祉部 障害福祉課

障害福祉専門官

パネルディスカッション 15:00～16:30

上越市では昨年度、上越市第2次地域福祉計画を策定いたしました。
本計画の理念は、「誰もが居場所と出番を持って、共に支えあいな
がら、安心してすこやかに自分らしく暮らせる地域社会の実現のた
めに、子どもから障害をお持ちの人、高齢者まで、全ての市民誰も
が、住み慣れた地域ですこやかに暮らすことができることを目指す
こと」としています。今回のフォーラムは、この計画及び理念につ
いて、市民の皆様と共通理解を図るとともに、地域に想いを持ちな
がら、自分でできることを始めるきっかけづくりや地域における住
民同士の支えあい体制の構築を考える機会としましょう。

「地域共生社会と
精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」

【パネリスト】
・宮腰 一樹氏
（ナディアの会 代表）

・新保 由美氏
（保護者）

・ 橋本 玲子氏
（高士地区振興協議会 生活支援コーディネーター）

【コーディネーター】
小野 幸子（新潟県立看護大学教授）

令和元年10月20日(日)

13:30～16:30受付 13:00～

参加費無料/要申込（定員250名）

新潟県立看護大学
第1・2ホール

上越市新南町240

（無料駐車場あります）

県立中央病院隣り

お申込み・お問い合わせは 新潟県立看護大学 看護研究交流センター

TEL/FAX 025-526-2822(平日9:00～16:00) Mail nirin@niigata-cn.ac.jp

主催 医療・健康福祉市民フォーラム実行委員会
共催 上越市、新潟県立看護大学、上越地域医療センター病院

後援 上越医師会、新潟県上越地域振興局、新潟県立中央病院、新潟労災病院、

上越総合病院、上越市社会福祉協議会、新潟日報社、上越タイムス社

電話、FAXまたは
メールで、

名前・電話番号を
お伝えください。

「支えあう共生のまちづくり～できること！

第34回国民文化祭・にいがた2019
第19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会

皆で考えよう！」


